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2
月
の
ケ
ル
ン・
ギュ
ル
ツェニ
ヒ
管
弦
楽
団
と
の
ツ
ア
ー
で
演
奏

す
る「
ブ
ルッ
フ;
ヴァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
1
番」
は、
1
9
9
6
年

の
デ
ビュ
ー
ア
ル
バ
ム
で
収
録
さ
れ
て
い
ま
す。
こ
の
曲
に
ど
の
よ
う
な

思
い
入
れ
や、
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
？

「
こ
の
曲
は、
私
が
最
も
長
い
間
演
奏
し
て
い
る
楽
仙
の
う
ち
の

―
つ
で
す。
も
ち
ろ
ん、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
伴
い、
演
奏
は
か
な
り

変
わっ
て
き
ま
し
た。

ロ
マ
ン
派
の
伝
統
に
深
く
根
差
す
こ
の
作
品
は、
何
と
言っ
て
も

そ
の
旋
律
の
美
し
さ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
技
術
が、
バ
ラ
ン
ス

良
く
融
合
さ
れ
た
作
品
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

こ
の
協
奏
曲
が
初
演
さ
れ
た
後、
私
の
犀
校
の一
っ
で
あ
る

ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
を
創
立
し
た
ヨ
ア
ヒ
ム
の
助
言
に
よ
り、
改
訂

さ
れ
た
そ
う
で
す。
後
に
は、
ブ
ルッ
フ
自
身
も
同
芸
術
大
学
で
教
鞭

を
とっ
て
い
た
の
で、
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
を
身
近
に
感
じ
ま
す。」

|
2
月
の
ツ
ア
ー
で
も、
名
器
グ
ア
ル
ネ
リ・
デ
ル・
ジェ
ズ
で

演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す。
い
ま
こ
の
楽
器
で
弾
く
ブ
ル
ッ
フ

で
は、
こ
れ
ま
で
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
？

「
深
み
の
あ
る
あ
た
た
か
い
音
色
が、
特
徴
的
な
楽
器
で
す。

こ
の
楽
器
に
持
ち
替
え
て
か
ら、
以
前
か
ら
使
用
し
て
い
た
弓
を

変
え、
そ
の
特
徴
的
な
音
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
様、
日
々
考
え
て

い
ま
す。
ま
た、
こ
の
楽
器
は
特
に
ヴ
ィ
ヴ
ラ
ー
ト
の
波
が
伝
わ
り

や
すい
た
め、
以
前
と
は
か
な
り
違
う
方
法
で
演
奏
し
て
い
ま
す。

楽
器
に
よっ
て
響
く
音
域
が
全
く
異
な
る
た
め、
例
え
ば一
っ
の

フ
レ
ー
ズ
で
も、
細
か
く
弾
き
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。」

ー
サ
カ
リ・
オ
ラ
モ
氏
と
は
過
去

に
録
音
も。
オ
ラ
モ
氏
は
ど
の

よ
う
な
指
揮
者
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
魅
力
は
？

「
サ
カ
リ
さ
ん
ご
自
身
が
ヴ
ァ
イ

オ
リニ
ス
ト
で
も
あ
る
の
で、
共
演

』-編幽■

サカリ・オラモ（指揮）

し
や
すい
指
揮
者
の一
人
で
す。
綿
密
な
解
釈
をベ
ー
ス
に、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
歌
わ
せ
る
事
が
得
意
で、
音
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配
る

指
揮
者
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。
15
年
ほ
ど
前
に、
別
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ（
ロ
イ
ヤ
ル・
ス
トッ
ク
ホ
ル
ム・
フ
ィ
ルハ
ー
モニ
ー）
と
ブ
ルッ
フ

を
共
演
し、
絶
妙
な
間
で
音
楽
作
り
を
し
て
下
さっ
た
の
で、
ま
た

ご一
緒
出
来
る
事
が、
今
か
ら
大
変
楽
し
み
で
す。」

|
2
0
2
4
年
12
月
に
ケ
ル
ン・
ギュ
ル
ツェ
ニ
ヒ
管
弦
楽
団
と

細
川
俊
夫
の
ヴァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲「
ゲ
ネ
シ
ス（
生
成）」
の
派
奏
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す。
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

印
象
が
あ
り
ま
す
か？・
【※
注
二畏
面
に
て
音
楽
ジャ
ー
ナ
リス
ト
中
村

真
人
さ
ん
によ
る
現
地レ
ポ
ー
ト
も
お
読
みい
た
だ
け
ま
す。】

「
ケ
ル
ン・
ギュ
ル
ツェ
ニ
ヒ
管
弦
楽
団
は、
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲

5
番
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
二
重
協
奏
曲
の
初
演
を
行
なっ
た
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
あ
り、
R・
シュ
ト
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・
ソ
ナ
タ
は、

こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
よっ
て
初
演
さ
れ
る

な
ど、
伝
統
の
あ
る
楽
団
で
す。
15
年
以
上
前
か
ら、
既
に
何
度
か

共
演
を
重
ね
て
い
ま
す
が、
最
初
に
共
演
し
た
時、
楽
屋
に
飾っ
て

あっ
た
写
真
を
拝
見
し、
そ
の
歴
史
の
重
み
に
感
動
し
た
事
を、

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す。

現
代
曲
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
楽
団
で、
豊
か
な
音
色
で

柔
軟
な
演
奏
を
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

細
川
俊
夫
さ
ん
の「
ゲ
ネ
シ
ス（
生
成）」
は、
自
然
や
生
命
の

持つ
静
寂
さ、
緊
張
感
とエ
ネ
ル
ギ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す。
詩
的
で

繊
細
で
あ
り
な
が
ら
も
時
に
は
厳
し
く、
舞
台
上
で
音
が
生
命
力
を

得
て、
哲
学
的
と
も
言
え
る
空
間
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ソ
ロ
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
が
共
鳴
し
合
い
な
が
ら、
進
化
し
て
い
く
様
に
感
じ
ら
れ
る

作
品
で
す。」

2
月
の
日
本
ツ
ア
ー
で
は、
ケ
ル
ン
生
ま
れ
の
作
曲
家
ブ
ル
ッ
フ
の

作
品
を
ギュ
ル
ツェニ
ヒ
管
弦
楽
団
と
サ
カ
リ・
オ
ラ
モ、
そ
し
て
諏
訪
内

晶
子
が
ど
の
よ
う
な
音
楽
を
創
り
出
す
の
か、
期
待
が
高
ま
る。

裏
面
で
は
12
月
8
日
の
現
地
レ
ポ
ー
ト
も
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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